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抄録：幼稚園教諭あるいは小学校教諭の免許状を取得するには、教員養成課程の教科に関する科目として「算数」が必修で
ある。しかしながら、教員養成課程で使用することを目的としてつくられた「算数」の教科書には学生にとって難解なもの
が多い。そのため学生は算数・数学の面白さや楽しさを感じることが困難である。教員養成課程の学生が算数・数学を好き
でなければ、算数・数学が好きな教員にはなれないし、そのような子供を育てることはできない。また、近年では幼保小の
連携や小中の連携も重要な課題とされているが、これらの内容について詳しく書かれた「算数」の教科書もなかった。そこで、
学生にとって算数・数学の面白さや楽しさを感じることができ、幼保小の連携や小中の連携について述べられた「算数」の
教科書の開発を試みた。本論文は教科書開発の実践報告である。
（別刷請求先：土屋　修）
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1．緒言
1-1．問題の背景
1-1-1． 幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園と小学校
の連携の重要性と取組
幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園（以下「幼保」
という）と小学校の連携の重要性は以前より議論されてお
り様々な取組が行われている。
例えば、幼保の保育士や幼稚園教諭が小学校に出向いて
児童を観察し、小学校教諭と情報交換を行う。また、逆に
小学校教諭が幼保に出向いて園児を観察し、保育士や幼稚
園教諭と情報交換も行うこともある。しかしながら、幼保
小それぞれの現場には常に園児や児童がいることから、
全員で相手方に出向くことは出来ない。実際に訪問するの
は、管理職などのように園や小学校を代表する数名に限定
されている。
他にも、幼保と小の連携を図るプログラムが導入されつ
つある。その背景に「小1プロブレム」が顕在化するよう
になってきたことがあげられる。小1プロブレムとは、
小学校入学直後の児童が、遊びから学びへの変化に対応で
きずに学校生活に適応できなくなるという問題である。
このことは、学校生活に適応できない児童個人の問題であ
るが、このような児童が在籍する学級では、次第に私語が
多くなり全体として落ち着きがなくなったり、勝手に出歩
いたりという行動が見られるようになり、学級全体に伝播
する。したがって、小1プロブレムを児童個人の問題では
なく、学級あるいは学校全体の問題として捉え、取り組む
ことが重要である。そのため、近年では、幼保で「アプロー
チカリキュラム」、小学校では「スタートカリキュラム」、
双方を合わせたものを「接続期カリキュラム」と称して、
幼保と小の連携を図るプログラムが導入されつつある。
平成29年告示の幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保
連携型認定こども園教育・保育要領のそれぞれにおいて、
小学校教育との接続の留意事項として、幼児への教育や
保育において育まれた資質・能力を踏まえ、小学校教育が
円滑に行われるよう、小学校の教師との意見交換や合同の
研究の機会を設け、「幼児期の終わりまでに育って欲しい
姿」を共有するなどの連携を図り、幼児への教育や保育と
小学校教育との円滑な接続を図るよう努めることが記述さ
れた（文部科学省, 2017a； 厚生労働省, 2017； 内閣府・文部
科学省・厚生労働省, 2017）。同様に、平成29年告示の小学
校学習指導要領には、学校段階等間の接続として「幼児期
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の終わりまでに育って欲しい姿」を踏まえた教育活動を実
施し、児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向かうこ
とが可能となるようにすることと記述された（文部科学
省, 2017b）。
以上のように、幼保と小学校の連携は極めて重要であ
り、そのための様々な取組が行われている。
1-1-2．小学校と中学校の連携の重要性と取組
幼保と小の連携の重要性と同様に、以前より小中の連携
の重要性について議論されており、様々な取組が行われて
いる。
例えば、中学校教諭が小学校に出向いて中学校の授業を
行うことがある。中学校の所在地が小学校の近隣にあれ
ば、小学生が中学校へ行き、校舎内を見学し、実際に授業を
体験することもある。また、放課後に小学校と中学校の
教諭が情報交換会等を行う例もある。小学校と中学校は類
似したカリキュラムのため、幼保と小の場合と比較的して
小中の時間設定の方が容易である。
小中の連携の特徴としては、学習指導面よりも生活指導
に関する問題を解決するという目的の方が大きい。中学校
に入学すると、小学生の頃にはなかった先輩後輩の関係や、
異なったいくつかの小学校出身の生徒が集まるといったよ
うに、人間関係が再編成される。また、学習面では、小学校
よりも学習する内容が高度になることから、これまでと同
じように学習しても、授業の内容が理解出来なかったり、
中学校の指導方法が小学校と異なることから、戸惑ったり
する生徒も出てくる。このように中学校生活は生活面、
学習面をはじめとして小学校とは異なることなどが複雑に
絡み合い、中学校生活に適応できなくなるという問題があ
る。この問題は「中1ギャップ」と呼ばれている。小1プロ
ブレムを小学校の入口の問題と捉えるのであれば、中1
ギャップは小学校の出口の問題といえる。中学校入学後に
不登校が激増するといわれているが、中1ギャップも影響
していると考えられる。したがって、中1ギャップを軽減
させる取組が必要である。そのために小学校と中学校の
教諭が相互に情報交換することに加え、小学校高学年にお
ける教科担任制の導入、小中一貫校や義務教育学校の設置
といった動きがある。
平成29年告示の小学校学習指導要領には、学校段階等間
の接続として中学校学習指導要領及び高等学校学習指導要
領を踏まえ、中学校教育及びその後の教育との円滑な接続
が図られるように工夫することと記述された（文部科学省, 
2017b）。同様に、平成29年告示の中学校学習指導にも小学
校との円滑な接続ができるよう教育課程を編成することと
記述された（文部科学省, 2017c）。
以上のように、小学校と中学校の連携は極めて重要であ
り、そのための様々な取組が行われている。
1-1-3．算数科を指導する教師にとって今後必要な指導力
2014（平成26）年に、文部科学大臣は中央教育審議会に
対し「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方に
ついて」を諮問した。これを受けて中央教育審議会はおよ
そ8ヶ月に及ぶ議論の末、教育課程企画特別部会による論
点整理を発表した（中央教育審議会, 2015）。そこには、新
学習指導要領において育成する資質・能力について論じら
れたことが記述され、その結果として、次の資質・能力があ
げられている。
① 個別の知識・技能
② 思考力・判断力・表現力等
③ 学びに向かう力、人間性等
その後に告示された幼稚園教育要領や保育所保育指針、
すべての学習指導要領は、それぞれの校種等において、
教科・領域ごとに三つの資質・能力に沿って何ができるか
を明らかにしている。
以上の流れから、校種によらずに一貫した方針で新学習
指導要領等が示されていることがわかる。小学校では今後
幼保との接続や中学校との接続を踏まえた教育活動の充実
が求められ算数科も例外ではない。算数科を指導する教師
は、算数科の指導内容や指導方法、子供の発達や知識を
小学校6年間のみで捉えるのではなく、小学校の入口（幼保
と小の接続期）と出口（小中の接続期）を含めた指導力が求
められる。したがって、小学校教員養成における「算数」に
関する授業科目では、幼小接続期及び小中接続期を含めて
指導する必要性がある。幼稚園教諭養成や中学校教員養成
も同様に、それぞれ幼小接続期、小中接続期を含めて指導
する必要性がある。
1-1-4．教員養成における授業担当者からみた学生の特徴
国際教育到達度評価学会（IEA）が行なった国際数学・
理科教育動向調査（TIMSS）の結果、我が国では算数が楽
しいという児童の割合は増加しているものの、国際的には
依然として低いという結果が報告されている。この問題の
解決には、指導者が、児童自ら算数は楽しい、面白いと感じ、
算数が得意となるような授業づくりを行っていく他にはな
い。すなわち、「算数科を指導する」とは、単なる学習内容
を習得させるだけではなく、情意面を向上させることも含
んでいる。教員養成にはこのような「算数科を指導する」
ことのできる教師を育成することが求められている。しか
しながら、教員養成において「算数」を担当する教員間で、
多くの学生は、算数・数学の面白さ、楽しさを感じることな
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く、必要な単位をとり幼稚園教諭や小学校教諭の免許状を
取得しているのではないかという共通の意識がある。
1-2．本論文の目的
本論文の著者のうち2名が授業を担当する私立大学は、
創立当初から教員と学生の双方向対話型の授業を実践し、
高い評価を得ている。しかしながら、従来の教科書で授業
を行う際、学生に教科書を読むように指示すると、教科書
の内容が理解出来なかったり、教員が教科書の内容を丁寧
に噛み砕いて説明しても理解しづらかったりということを
本論文の著者2名ともが経験している。このことは決して
学生の学力等の問題だけに起因するのではなく、教科書の
記述が専門的であり、学生の立場からつくられたものでは
ないからであるという結論に至った。そこで、本研究では、
学生の立場で読みやすく、算数・数学の面白さや楽しさを
感じることができ、幼保小の連携や小中の連携について述
べられた「算数」の教科書を開発した。本論文は、教科書開
発の実践を報告することが目的である。
2．研究（教科書開発）の方法
教科書を開発するにあたり、はじめに2名の編著者で
編集方針について協議した。編集の基本な考え方は、学生
の立場で読みやすいこと、幼保と小の連携や小中の連携に
ついての説明があること、学んだ内容が現場において実践
可能なこと、数学的に質の高い内容にすることとした。
2-1．ことば（語句）を平易にする（編集方針1）
指導者自ら算数・数学の面白さや楽しさを感じることな
くして、子供たちに面白さや楽しさを教えることはできな
い。算数・数学が好きな子供を育てるには、指導者自身が
算数・数学を好きになることが必要である。しかしながら、
教員養成で使用されることを目的としてつくられた「算数」
の教科書は専門用語が専門家の立場で書かれ、学生の立場
で書かれていないように感じられる。そこで、第1の編集
方針を「ことばを平易にする」とした。例えば、「属性」と
いうことばが、どのようなときにどのように使われるのか、
一つの例として「直接比較の際の比べるもの」というよう
にわかりやすく記述をした。内容を理解するためには、
まず、用いられていることば（語句）が理解できなければな
らない。難しい語句が並んでいる従来の算数・数学の教科
書では、学生は読む意欲を失ってしまうと考えられるから
である。学生が算数・数学に関する書物を敬遠してしまう
第一の要因と考え、語句は難解なものを用いずに、可能な限
り平易でわかりやすいものに置き換えた。
2-2．構成を工夫する（編集方針2）
次に教科書の構成を決めた。教科書の文章が平易な文
面であるとしても、構成が読みやすさに影響するからであ
る。そこで、全体を3部構成とした。内訳について、第1部
は「算数科の概括」、第2部は「算数科の内容と指導方法」、
第3部は「算数科の授業づくり」である。以下、各部の特徴
をまとめる。
第1部は「算数科の概括」である。算数科の目的や目標の
歴史的変遷について大局的に記述をする一方、近年の内容
は、数学的な見方・考え方や数学的活動などのキーワード
を中心として記述をすることで、わかりやすく教育課題を
捉えることができるようにした。特に現代の子供たちに求
められている「プログラミング的思考力」については、技術
の進歩が目まぐるしいことから、最先端の知識と技能を備
えることができるような内容とした。
第2部は「算数科の内容と指導方法」である。教科に関す
る科目として必修である「算数」の中核部分である。この
部分の面白さや楽しさが「算数」の面白さと楽しさである。
それを感じることができるように、教員を目指す学生に
とって理解しやすく、律動的であるようにしなければなら
ないことから、本書における核である。
まず、内容の領域を平成29年告示の新学習指導要領に
準拠させた。算数科の内容の領域は系統主義と言われた
昭和33年告示の学習指導要領において分割の形が整った。
今回の平成29年告示の学習指導要領において、約60年ぶ
りに領域の組み替えが初めて行われた。新しい領域に準拠
させることは、今後教員を目指す学生が学ぶ教科書として
は欠かせないことから、本実践では、平成29年告示の学習
指導要領において示された領域を「章」とした。
次に、その領域内の内容を「節」とした。この内容である
「節」が、算数・数学に苦手意識を持っている学生が読みや
すくなるように最も工夫しなければならない部分である。
その方法として、教科書全体で21個ある「節」のそれぞれ
を五つの要素で記述した。各観点の内容を表1にまとめる。
表1．教科書における「節」の構成要素
【内容の概観】 その節の学習内容の全体像
【基礎となる数学】
その節の学習内容を指導する際に指導者が
身に付けておくべき基礎となる数学的知識
【指導の方法】
その節の学習内容を指導する際の指導のポ
イント
【幼保との関連】
その節の学習内容と保育園や幼稚園におけ
る活動の中に表れる幼児の姿の数学的な意
味や価値との関連
【小中の連携】
その節の学習内容が今後どのように発展し
ていくのかという小学校と中学校の繋がり
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第3部は「算数科の授業づくり」である。授業づくりの前に
必要なことは、学級づくりである。平成24年に文部科学省
が公表した「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある
特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」の
調査結果では、そのような児童生徒の在籍率は6.5%である
という。これは、あらかじめ決められた「困難の状況」につ
いて担任教師が記入したもので、医師の診断ではないが、
日頃から身近で子供たちの生活の様子に触れている担任教
師の見立てには高い信憑性があると言える。このようなこと
からも、児童の実態を的確に捉え、その児童に対して適切に
支援を行うということを含めた学級づくりは、授業をはじめと
して子供が充実した学校生活を送る上で欠かせない。この
ことに関連して、「ユニバーサルデザイン」や「合理的配慮」
等を踏まえた学級づくりという現代的な内容も取り入れた。
算数科の授業づくりについては、先述したこれからの子
供たちに身に付けさせる3つの資質である「知識及び技能」
「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」
に沿うものになるようにするとともに、それらを身に付け
させるための指導法についても学習指導要領の改訂の趣旨
及び要点などを踏まえて記述した。
さらに、学生が教育実習を行う際に重要な課題である
学習指導案の作り方についても、具体例を挙げながら、
何を何のためにどのように書くのかということについて、
詳細にわたって説明を行った。
2-3．執筆を専門家に依頼する（編集方針3）
編集方針1において、言葉を平易なことば（語句）を用い
ることにしたが、そのことにより、記述内容の質を下げて
はならないと考えた。そこで、記述内容の質を担保するた
めに、それぞれの領域や内容に造詣が深い専門家に依頼し、
「算数・数学に苦手意識を持っている学生、現職の先生、
一般の読者に対して、算数・数学の面白さや楽しさを知っ
てもらえるよう最大限に読みやすい教科書を作る」という
基本的な考え方を理解した上で協力可能な専門家を執筆者
として依頼することにした。
3．研究（教科書開発）の結果
3-1．執筆者の選定と目次
第1部は、歴史的変遷とともに現代のキーワードである
国際的な調査結果、数学的な見方・考え方や数学的活動、
論理的思考力に繋がるプログラミング的思考力等の分野を
専門に研究している研究者に執筆を依頼した。
第2部は、各領域及び内容に関する研究及び実践に優れ
た研究者に、章内のそれぞれの節である内容について、
構成の工夫で記した五つの観点のうち【幼保との関連】以外
の部分の執筆を依頼した。また、【幼保との関連】の研究及
び実践に優れた研究者に、すべての「内容」の【幼保との関
連】の部分の執筆を依頼した。
問題の背景で述べたように、算数教育の教科書であるが
【幼保との関連】や【小中の連携】は重要事項である。【幼保
との関連】であれば、例えば一見幼保とは無関係であるよ
うな乗除であっても、給食時に座るテーブルにその考え方
の素地があったり、【小中の連携】であれば、中学校におい
て小学校の四則計算を加法と乗法の世界に統合させること
で計算法則が可能になったりするなど、具体的な場面や事
象を取り入れての執筆を依頼した。
第3部は、学級づくり及び授業づくりであるため、理論
と実践の融合なくして記述はできない。研究とともに義務
教育等の実践者に執筆を依頼した。
これらをわかりやすく、かつ読みやすいように並べた目
次を表2に示す。
3-2．現時点における教科書の学生による評価
教科書出版後1ヶ月経過した段階において、開発した
教科書の「第4章A 数と計算」の記載内容に対する学生の
評価を知るために、以下の通りアンケート調査を実施した。
なお、アンケート調査を実施するにあたっては、その目
的と方法、並びにデータの処理は個人が特定されない旨の
説明を行い、参加は自由とした。
対象：教員養成課程のある4年制私立大学1年生58名
日時：2019年11月15日（金）12:00～12:15
方法： 「わかりやすい」から「わかりづらい」までの5件
法、および感想（自由記述方式）
表2．教科書の章立て
第1部
算数科の概括
第1章 算数科の目的・目標の変遷
第2章 数学的な見方・考え方と数学的活動
第3章 学力調査、PISA・TIMSSなどの話題
第2部
算数科の内容と指導
方法
第4章 A 数と計算
第5章 B 図形
第6章 C 測定
第7章 C 変化と関係
第8章 D データの活用
第3部
算数科の授業づくり
第9章 安心して学べる学級づくり
第10章 授業づくりの考え方
第11章 授業づくりの進め方
第12章 学習指導案の書き方
第13章 学習指導の技術
第14章 授業の見方
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【内容の概観】【基礎となる数学】【指導の方法】【幼保との
関連】の項目について、「わかりやすい」から「わかりづら
い」までの5件法で回答してもらい、それぞれの項目に対
して自由記述欄を設け、必要に応じて感想を書いてもらっ
た。また、最後に全体的な感想も書いてもらった。ここで
の調査協力者は幼稚園教諭を志望することが共通していた
ことから、【小中の連携】を調査内容から除外した。
調査の結果、好意的な選択肢である「4 どちらかというと
わかりやすい」または「5 わかりやすい」のいずれかを選ん
だ学生の割合は次のとおりだった（表3）。
理由を書く欄には、多くの学生が様々な感想を書いてく
れた。肯定的な回答と否定的な回答のうち、代表的な記述
を表4に示す。
4．考察及び今後の課題
本実践では、学生の立場で読みやすく、算数・数学の
面白さや楽しさを感じることができ、幼保小の連携や小中
の連携について述べられた「算数」の教科書の開発を試み
た。課題は残されたものの、表3や表4や実際に教室で
使用した時の学生の反応から、目標は概ね達成できたので
はないかと感じている。調査協力者の学生は4年制の私立
大学文系学部の学生であり、数学に自信のない学生も少な
くないという実態の中で、表3や表4において肯定的な
回答をした学生が多かったことは、本研究で開発した教科
書が、算数・数学が苦手な学生でも読みやすいことを示唆
している。
今後の課題は三つある。第一に本実践で開発した教科書
を一通り使い終えた段階で学生の教科書に対する評価につ
いてアンケート調査を行い、その結果を分析することであ
る。第二に本実践で開発した教科書の内容を精査し、数学
的な内容と発達心理学的な知見を充実させることである。
第三に、表4にも示されたようにまだ語句等が難しいと
表3．好意的な選択肢を選んだ学生の割合（n=58）
【内容の概観】について・・・・・・ 69%
【基礎となる数学】について・・・・ 78%
【指導の方法】について・・・・・・ 86%
【幼保との関連】について・・・・・ 88%
表4．開発した教科書に対する学生の感想（自由記述、原文のまま）
【内容の概観】について
肯定的 最初にそれぞれの学年で教えることが書いてあってよかった。
否定的 難しい言葉が多い気がしました。その言葉の説明ものっていましたが読みにくかったです。
【基礎となる数学】について
肯定的
指導の方法とは別に、指導の上での前段階の基礎知識において必要な能力について具体的に述べて
あり、わかりやすい。
否定的 今までに聞いたことのない用語が多数出てくるため簡単な章であってもわかりづらかったです。
【指導の方法】について
肯定的 指導する際の方法の例が多く書かれていて、わかりやすかった。
否定的 説明の仕方が少し複雑でわかりにくい部分がありました。
【幼保との関連】
肯定的 幼保とどのように関係してあるのかがわかりやすく書いてあり興味が湧く。
否定的 例えなど多く書かれている方が理解度が上がると思う。
全体を通した感想
肯定的
・ 使われている言葉がそこまで難しくないので、理解しやすく、とりかかりやすいと感じた。
・ 基礎を細かく丁寧に書かれていて内容を理解しやすい。
・ 用語の説明が詳しく書かれていてわかりやすい。図もあって頭の中で想像できるので良いと思う。
・ 比較的に他の本と比べて、全体的にわかりやすいと思いました。
否定的
・ 子供の興味を惹きそうなものを使ったりと工夫がされていていいと思った。でも、もう少しわか
りやすい言葉を使った方がいいと思った。
・ 全体的にわかりやすいところとそうでないところの差が多いと感じた。もう少しイラストを入れ
てみるとわかりやすいのかなと思う。
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感じている学生がいることから、文章表現や内容構成の
検討・評価を行い、改良を重ねることである。いずれの場
合であっても、学生にとって「わかりやすさ」を目指してい
るとは言え、実際に大事なことは、学生の力がつくことであ
る。そのことは、常に念頭に置いておくことを忘れてはな
らない。
結語
1年以上の時をかけてようやく「算数教育の基礎がわか
る本」と題した初版本が刊行できた。ここに至るまでに、
多くの苦難があった。例えば、初期の段階でどうしても
研究論文のようになってしまったこと、編著者と分担執筆
者の考えの違い、その他、様々な問題が生じることがあっ
た。その度に共同編著者同士で協議を重ねてきた。その
一つ一つが無駄にならないよう、ここに教科書の仕上がる
過程を教科書（教材）開発としてまとめることは、今後の
教科書改訂や新規教材開発の礎になると考える。
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Abstract : In order to obtain a kindergarten teacher's license or an elementary school teacher's license, "arithmetic" is 
required as a subject related to the subjects of the teacher training course. However, many “arithmetic” textbooks designed 
for use in teacher training courses are difficult for students. Therefore, it is difficult for students to feel fun of arithmetic 
and mathematics. If teacher training course students do not like arithmetic and mathematics, they cannot raise children who 
like arithmetic and mathematics. In recent years, collaboration between childcare and elementary schools and collaboration 
between elementary and middle schools is also an important issue. However, there was no “arithmetic” textbook that 
details these contents. Therefore, students could feel the fun of arithmetic and mathematics, and tried to develop a textbook 
on “arithmetic” that describes the collaboration between childcare and elementary schools and elementary and middle 
schools. This paper is a practical report of textbook development.
（Reprint request should be sent to Osamu Tsutiya）
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